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色彩感や陰影ある音色で深遠な世界を描くフランスの実力派ピアニスト、

フランソワ・デュモン。 

ショパン国際ピアノコンクールでマルタ・アルゲリッチをはじめ審査員の賞

賛を集めた彼の演奏は、テクニックを競う派手な演奏に異議を唱えるかの

よう。繊細で丁寧に紡ぎ出される音色が深い感動を呼び起こします。 

印象派の絵画のように一音一音を塗り重ね、歌曲のように優しく奏でる美

しい音は、一度聴いたら忘れられません。 

今回は「ピアノで歌わなければショパンではない」と語るデュモンの真骨

頂ともいえる「オール・ショパン・プログラム」をお届けします。 

 
 
オール・ショパン・プログラム 

フレデリック・ショパン：舟歌 嬰ヘ長調 op. 60  

：ピアノ・ソナタ第 3番ロ短調 op. 58  

：子守歌 変ニ長調 op. 57 

：スケルツォ 第 3番 嬰ハ短調 op.39  

：夜想曲第13 番 ハ短調 op. 48-1  

：ポロネーズ第6番変イ長調 op. 53 「英雄」 

 

 
●Hakuju Hall チケットセンター  

電話：03-5478-8700  （10:00～18:00 火～土／祝日・休館日を除く) 
 

 

◆フランソワ・デュモン（ピアノ）◆ François Dumont, piano 
 

フランス、リヨン生まれ。フランソワ・デュモンは 14 歳の時、パリ国立高等音楽学校に入学し、サンソン・フランソワやアルトゥー

ロ・ベネデッティ・ミケランジェリの弟子であるブルーノ・リグットに師事する。後に、イタリアの名門校であるコモ湖国際ピアノア

カデミーにおいて、マレイ・ペライア、レオン・フライシャー、メナヘム・プレスラー、ドミニク・メルレ、ウラジミル・ミシュク、フー・

ツォン等のマスタークラスを受講し、その他にも、ピエール＝ローラン・エマール、アルド・チッコリーニ、パウル・バドゥラ＝スコ

ダのマスタークラスを受講している。 

 

フランソワ・デュモンの国際的キャリアは、2010 年のショパン国際ピアノコンクールを含む多くの国際コンクールでの成功によ

り始まる。デュモンは’10年のショパン国際ピアノコンクールにおいて5位入賞を果たし、マルタ・アルゲリッチやネルソン・フレ

イレ等、名声のある多くの審査員から賞賛された。また、エリザベート王妃国際音楽コンクールにおいても入賞を果たし、ジャ

ン・フランセ国際音楽コンクール、スタインウェイ国際コンクールにおいて第一位入賞、クララ・ハスキル国際ピアノコンクール

（スイス）でのファイナリストであり、ヨーロッパ国際ピアノコンクール、浜松国際ピアノコンクール（日本）においても入賞を果た

す。また、フランス政府より Declic 賞、フランス財団よりシャルル・オールモン賞を授与され、バンク・ポピュレール財団より助

成を受けた。’11 年には、フランスにおけるクラシック音楽の祭典において、"ヴィクトワール・ドゥ・ラ・ムジーク"にノミネートさ

れる。また、録音において、彼のモーツァルト・ソナタ全集（Anima Records）は Pianiste 誌より”芸術家賞”に選ばれ、“雄弁に

物語る発想力と自由な創造力、また、その構築力と真珠のようなタッチから、彼の稀有な成熟性を聴き取れる”と賞賛された。 

 

ワンダフル one アワー 第５回 
フランソワ・デュモン ピアノ・リサイタル 

ショパンコンクールでアルゲリッチも絶賛！気鋭のピアニストが奏でるショパンの真髄 
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’00 年より、カンヌ交響楽団（指揮：フィリップ・ベンダー）やベルギー国立管弦楽団、東京交響楽団をはじめ、世界中の多く

のオーケストラと共演している。’11 年 3 月にはマリインスキー劇場管弦楽団（サンクトペテルブルグ）とチャイコフスキーの協

奏曲を共演し、ロシアでのデビューを果たす。また、室内楽では、France Musique 局においてアンリ・ドマルケット（Vc）や、オ

ルセー美術館にてドビュッシー・カルテットと共演している。 

ブルーノ・リグットと共にデュオ・コンサートを開催し、シュテファン・トラン＝ゴク（Vn）との共演では、モーツァルト及びベートー

ヴェンの“ヴァイオリンとピアノのためのソナタ”を演奏している。その他にも、フランスのラジオ局において Julin Szulman（ヴァ

イオリン）と共演し、ヤナーチェク、ラヴェル、ルクー、エネスクのソナタを演奏。また、Helen Kearns（ソプラノ）と共演し、リスト

及びショパンの歌曲を演奏。その中にはショパンの独奏曲、リストによるオペラの編曲も含まれる。 

 

デュモンはトリオ・エレジアックのメンバーの一人であり、トリオ・エレジアックによるメシアンとデュサパンの録音（初演）はディ

アパソン・ドールをはじめ多くの批評家より賞賛された。トリオ・エレジアックはアンヴァリッド大サロン（パリ）でのニコラ・バクリの

ピアノ三重奏曲 第 4番の初演において彼らに献呈された“Sonata seria”を演奏し賞賛を受ける。近年のラフマニノフ、アレン

スキー及びリムスキーの録音は批評家Alain Duault on RTL に'coup de coeur'と賞賛を受ける。’11 年 4月には、トリオ・エレ

ジアックは、オペラ・コミック座（パリ）においてベートーヴェンの全ピアノ三重奏作品を演奏した。 

 

今までに、サル・プレイエル、シャトレ座、サル・ガヴォー等で演奏し、モンペリエ・ラジオ・フランス音楽祭、ショパン音楽

祭（パリ）、ハンブルク国際スタインウェイ祭、リュブリャナ・フェスティバル（スロベニア）、ショパンと彼のヨーロッパ祭（ワルシャ

ワ）等、多くの音楽祭に招かれている。現在、ショパン後期の作品集やラヴェル・ピアノ全集をはじめ、多くの録音プロジェクト

を予定している。 


